
愛媛県におけるペット防災への取組みについて

災害時におけるペット問題について
・大規模災害時、家に取り残されたペットを迎えに戻った飼い主が二次災害に巻き込まれる
・飼い主とはぐれたペットの放浪や繁殖
・避難所でのペットによるトラブルなど

県の取組みについて

・公益社団法人愛媛県獣医師会と「動物救護活動に関する災害協定」を締結（平成24年３月）
・愛媛県動物救護本部設置要綱（平成24年策定）
・愛媛県災害時動物救護活動ガイドライン（平成26年策定）
・避難所におけるペット受入体制整備マニュアル（令和４年策定）
・県総合防災訓練におけるペット避難訓練実施（県・県獣医師会・動物愛護団体）
・ペット防災啓発動画（HP掲載）等によるペット同行・同伴避難を含めた普及啓発
・市町開催の防災訓練におけるペット避難訓練の実施協力

平成30年西日本豪雨災害（愛媛県が対応した直近の大規模災害）における問題点
・避難所への避難控え（県民へのペット同行・同伴避難の周知不足）
・避難所によるペット受入れ拒否（自治体による体制整備不足）
・ペット同行避難者の要望等が県まであがってこない（様々な要因）
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令和７年度愛媛県総合防災訓練の取組みについて

愛媛県宇和島市を中心に、大雨と南海トラフ地震による複合災害を想定した総合
防災訓練を実施（県・県獣医師会・動物愛護団体）
・ペット同行避難者受付所の開設
・獣医師による負傷動物の健康相談、同行避難ペットの巡回
・ペット防災に関する啓発パネル及びグッズの展示

ペット避難所 飼養者への注意事項
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パネル等展示ブース

ペット防災グッズ展示

【ペット防災に関する啓発パネルを設置】
・非常用持ち出し袋の準備
・避難場所の確認
・所有者明示（迷子札、マイクロチップ）
・預かり先の確保
・災害に備えたしつけなど

【ペット防災関連グッズ】
（１）命や健康に関するもの

水やペットフードなど
（２）飼い主や動物の情報

健康手帳（ワクチン・既往歴）など
（３）ペット用品

ガーゼ、タオル、ブラシなど
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令和７年今治市林野火災について

時系列

３月23日（日） 今治市長沢地区で火災発生 その後延焼が続く
最初の避難所開設（人のみ、延焼範囲に応じ25日（火）までに７箇所開設）

３月24日（月） 最大瞬間風速10m/s超の強風が吹き始め、飛び火して延焼範囲の拡大が続く

３月25日（火） 今治市が岡山理科大学との災害時協定に基づき
ペット同行避難所を岡山理科大学今治キャンパスに開設
（ペット受入可能避難所は同避難所のみ）

３月26日（水） ３世帯７人避難（猫10匹）

３月28日（金） 岡山理科大学今治キャンパス避難所閉鎖
（順次他避難所も閉鎖）

３月31日（月） 鎮圧宣言

４月14日（月） 鎮火宣言

※県の対応について
・岡山理科大学今治キャンパス避難所現地確認
・今治市へのペット関係支援要望確認（要望なし）
・避難者からのペット関係支援要請受入（連絡・要望なし）
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岡山理科大学今治キャンパス体育館避難所について

【避難所開設当時の状況】
・人と動物のスペースは別室による完全分離
・床にビニールシートを敷設してケージを設置
・全てのケージにバスタオルで目隠し
・ごはんやケージ等は基本的に飼い主持参のものを使用
・個人団体等からごはんの寄付やケージの貸出しあり
・避難者（飼い主）から大きな苦情・要望等なし
・犬の避難があった場合、犬猫で部屋を分ける事を検討

【避難者の声】
・避難所への避難前に車中泊をしていたが、猫がストレ
スによりごはんを食べなくなっていた。

・避難所の環境が整っていたため、猫も少しずつ食べる
ようになり、安心した。

【避難所の体制】
・災害時同行避難体制の確立がなされており、ペットと
人間の双方を守る防災対策を推進している。

・市民参加のペット同行避難訓練を実施していたことも
あり、受け入れるノウハウが整っている。

今治市HPによる避難所開設案内

今治市公式Xによる避難所呼びかけ
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岡山理科大学今治キャンパス体育館避難所について

体育館内

簡易個室スペース内

電子機器充電スペース

ペット避難スペース
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